
「統計データ分析コンペティション」受賞者及び受賞論文の概要
～ 高校生の部 ～

受賞者 受賞論文

【総務大臣賞】
大段 利々子

本当に日本の医療は危機的状況にあるのか？

【優秀賞】
宮本 雨月、金山 瑠依、門脇 俊樹

SSDSE注データを活用した全国学習状況調査結果との相関分析

【日本統計協会賞】
白石 大悟、高田 蒼大、武田 裕喜

交流人口増加による愛媛県の活性化

【特別賞】
伊藤寛子

機械学習による15歳未満人口の推定

人口減少による経済の縮小に対して、外国人旅行者の増加を目指し、温泉旅館の
利用促進を提案。様々な公的統計を活用し、経済波及効果も推計

医療問題について、医師数、病院数と人口構成比や自治体の経済力などの関係性を
分析した上で、高齢者の地域経済への貢献が重要と指摘
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小学生の学習への関心や取組について、家族構成や自治体の教育費等との関係を
分析した結果、大家族世帯が学習状況に良い影響を与えると指摘

機械学習により人口統計データを分析することを試み、その過程を詳細に記載

（広島大学附属高等学校）

（和歌山県立田辺工業高等学校）

（愛媛県立松山南高等学校）

（渋谷教育学園幕張高等学校）

※ 受賞論文については、後日以下のページで公表予定
https://www.nstac.go.jp/statcompe/

注 （独）統計センターが提供している「教育用標準データセット（Standardized Statistical Data Set for Education）」。
統計教育等での利用に供するため、市区町村別の主要データを簡易な表形式に編集したもの。



受賞者 受賞論文

【総務大臣賞】
平原 幸輝

地方創生における三つの「鍵」

【優秀賞】
小野島 昂洋

人口規模によって異なる保育所数・保育所在所児数・定員充足
率の関係

【日本統計協会賞】
池田 泰成、柴辻 優樹、鶏内 朋也、

石川 貴啓、佐野 岳史

地方創生に向けた東京一極集中是正のための定量的都市圏
選定指標の提案

【特別賞】

小野 恵子、宮内 はじめ、白松 俊、
河口 信夫、五十嵐 康伸

日本の全市町村における人口の自然増減の分布と説明要因

首都機能を他の都市へ移転することを想定し、地理、経済、生活に係る指標を使っ
て、移転にふさわしい都市を具体的に選定

地方創生のコアである人口増減について、「大学進学率」、「人口当たり医師数」、
「労働力人口率」の３つの指標が強い影響力を持っていると指摘。これらの指標に
基づき、各市町村を類型化
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保育所数、利用者数、定員充足率は市町村の規模によって、その関係性に差異があ
ることを確認した上で、政策立案においてはこの差異を考慮する必要があると指摘

人口の自然減少について、地理的・時間的な分布を明らかにするとともに、高齢者
率、若年女性比、女性・子ども比、都市圏かどうかが影響していると指摘

（早稲田大学人間科学部人間環境科学科）

（早稲田大学大学院教育学研究科）

（慶應義塾大学リーディングプログラム）

（国際基督教大学社会科学研究所、Code for Nagoya・
OSGeo財団日本支部、名古屋工業大学大学院工学研究科、
名古屋大学大学院工学研究科、パーソルキャリア株式会社）

※ 受賞論文については、後日以下のページで公表予定
https://www.nstac.go.jp/statcompe/

「統計データ分析コンペティション」受賞者及び受賞論文の概要
～ 大学生・一般の部 ～


